
経済的・精神的な負担を軽減し、こどもの
見守りを行うため、生後３月から満１歳に到達
するまでの乳児を育てる家庭におむつ等を配布

対象開始年齢を「離乳食を終えた乳児(概ね１歳)」
から「生後６月の乳児」に引き下げ

対象年齢の上限を「小学３年生」から
「小学６年生」に引き上げ

こどもの環境に慣れる期間や、保護者の育休復帰
等に向けた必要な準備期間が様々であることから、
慣らし保育期間を１か月から最大２か月まで延長

土曜日利用のニーズを把握するため、試行的に
月１回１施設を開放

健康状態や生活リズム、発達の確認を行い、
就学に向けて切れ目のない適切な支援につなげる

公立保育所において医療的ケア児の
受け入れを実施

不妊症を心配する夫婦が早期に適切な検査や
治療を受けやすくするため、
検査は５万円、治療は７万円を上限に助成
（市が各２万円を上乗せ）

母子保健部門と児童福祉部門のさらなる
連携強化を図り、切れ目のない支援を行う

保護者の負担軽減を図るため、夏休みなどの
長期休業期間に希望者へお弁当を配送

利用者駐車場が手狭だったことから、隣接する
相の原公園を占用して駐車スペースを確保

北児童センター及び西児童センターの和式
トイレを洋式化

ほか
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